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復興+R基金でのAPU学生および附属校生徒を主体とした

災害復興支援活動 企画書【2026年度】
　　　　　　年　　　月　　　日
	代表者の
氏名・所属
	（氏名）
	（所属）

	代表者の

連絡先
	· 内線

· 携帯
	（メールアドレス）


	
	＊連絡の取りやすい曜日・時間帯があればご記入ください。　　　曜日　　　時～　　時　　　

	

	企画名称
	
	実現可能性
	　　　％
	準備状況
	　　　％

	継続企画または

新規企画

（いずれかに○）
	１．継続企画･･･過年度からの取り組みをベースとした企画
２．新規企画･･･これまでの取り組みと別の企画を新規に実施

	経費総額

（企画に掛かる経費総額）
	円　　※支援金額上限は30万円

	１、企画について

	①提案の背景と目的：企画の背景にある問題意識や経緯等について

	

	②企画内容：想定している実施方法や取り組みの中身、企画の対象となる人や組織、地域等について

	

	③想定する成果と意義：企画を通じてどのような復興への効果をもたらすと想定しているか

	

	④今回の予算が必要な理由：予算活用により、取り組みがどのように発展可能か

	

	⑤現時点での実現可能性、準備状況について

	

	２、企画の実施体制について

	①実施メンバー：主要なメンバーのみ記入ください。　　　　　　　　　　　　メンバー総数　　　　名

	企画実施上の役割
	所属
	氏名

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	②協力機関や協力者について：企画実施の上で連携を行う組織や関係者があればお書きください。

	氏名・組織名等
	連携や協力の内容について

	
	

	
	

	
	

	
	

	③予算責任者：企画を実施する上で予算執行管理を行う責任者をお書きください。

	

	３、災害復興支援室に期待すること

※当てはまる項目をチェックしてください。

	· メンバーの拡張

· 物品の提供

· 資金の充実

· 情報提供、企画内容への助言

· 現地の連携、人脈の拡張　　　　　
· その他　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
· 

	４、企画の実施計画（スケジュール）
　※取り組みの実施内容と時期予定について簡潔に記入してください。

	

	５、企画の経費　
※企画実施にあたって執行する予定の経費についてご記入下さい。支援総額については、各校執行部での確認と災害復興支援室への応募の後、経費の内容を精査した上で決定します。

	費目
	費目の詳細や使途について
	金額

	
	
	

	合　計
	


■提出先メールアドレス 311fukko@st.ritsumei.ac.jp　

■担当者 朱雀キャンパス　社会連携課内　災害復興支援室　 TEL075-813-8282
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